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Ａ
委
員
（
自
民
）　

県
所
有
の
工

業
団
地
や
業
務
用
地
に
流
通
業

の
誘
致
が
相
次
い
で
い
る
が
、

中
心
市
街
地
活
性
化
な
ど
を
考

え
る
と
工
場
中
心
と
し
、
商
業

は
自
粛
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

知
事　

用
地
の
分
譲
対
象
を
製

造
業
に
限
定
す
る
と
企
業
立
地

が
進
ま
な
く
な
る
た
め
、
準
工

業
地
域
、
土
地
区
画
整
理
事
業

の
商
業
業
務
地
区
な
ど
は
、
商

業
施
設
を
含
め
幅
広
く
募
集
し
、

応
募
の
中
か
ら
最
も
進
出
効
果

が
高
い
企
業
を
選
ん
で
い
る
。

今
後
も
地
元
産
業
・
資
源
と
の

共
生
と
い
っ
た
点
に
留
意
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
本
県
財
政
の
現

状
・
課
題
と
今
後
の
見
通
し
、

義
務
教
育
の
充
実
も
質
問
）

■　

■　

■

Ｂ
委
員
（
自
民
）　

現
在
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
約
二
割
弱
は

車
か
ら
排
出
さ
れ
て
お
り
、
特

に
発
進
の
際
に
多
く
排
出
さ
れ

る
。
発
進
を
少
な
く
す
る
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
の
視
点
を
加
え
て
信

号
を
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

警
察
本
部
長　

委
員
指
摘
の
と

お
り
エ
コ
の
た
め
に
は
渋
滞
を

解
消
す
る
、
発
進
を
少
な
く
す

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
。
こ
の

た
め
、
感
応
式
信
号
機
の
整
備

や
右
折
矢
印
制
御
な
ど
を
行
っ

て
い
る
が
、
今
後
と
も
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
の
視
点
に
十
分
配
慮
し

な
が
ら
、
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム

の
高
度
化
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
介
護
保
険
財
政
、

県
産
品
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
な
ど

も
質
問
）

■　

■　

■

Ｃ
委
員
（
自
民
）　

県
信
用
保
証

協
会
の
保
証
制
度
に
よ
り
、
中

小
企
業
が
資
金
調
達
す
る
際
に
、

信
用
保
証
料
の
分
割
納
付
が
可

能
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
一

括
納
付
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
県
と
し
て
の
対
応
は
。

商
工
労
働
部
長　

信
用
保
証
料

は
一
括
徴
収
を
基
本
と
す
る
が
、

多
額
の
場
合
、
中
小
企
業
の
負

担
が
大
き
い
た
め
、
保
証
期
間

が
二
年
を
超
え
る
資
金
で
は
分

割
納
付
も
可
能
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
十
分
な
取
扱
い
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
承
知
し

て
お
り
、
金
融
機
関
等
に
対
し

一
層
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
県
と
千
葉
県

と
の
連
携
に
よ
る
新
観
光
ル
ー

ト
な
ど
も
質
問
）

■　

■　

■

Ｄ
委
員
（
民
主
）　

中
高
一
貫
教

育
に
つ
い
て
、
県
立
緑
岡
高
校

に
設
置
予
定
だ
っ
た
併
設
型
中

学
校
の
平
成
二
十
二
年
四
月
開

校
を
見
送
る
方
針
の
よ
う
だ
が
、

見
送
り
と
は
中
止
な
の
か
、
延

期
な
の
か
。

教
育
長　

水
戸
以
北
の
中
高
一

貫
教
育
の
環
境
が
急
激
に
変
化

し
て
い
る
外
的
要
因
と
、
併
設

型
中
学
校
を
設
置
す
る
費
用
対

効
果
を
更
に
検
討
す
る
必
要
が

生
じ
た
内
的
要
因
か
ら
、
見
送

り
を
判
断
し
た
。
正
式
に
決
定

次
第
、
延
期
か
中
止
か
あ
ら
ゆ

る
形
態
を
検
討
す
る
。
影
響
を

小
さ
く
す
る
た
め
、
速
や
か
に

結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
八
ッ
場
ダ
ム
事
業

計
画
再
変
更
な
ど
も
質
問
）

■　

■　

■

Ｅ
委
員
（
自
民
）　

路
線
維
持
の

た
め
に
、
搭
乗
率
が
目
標
値
を

下
回
っ
た
場
合
に
航
空
会
社
へ

保
証
金
を
支
払
う
と
い
う
「
搭

乗
率
保
証
制
度
」
を
導
入
し
て

い
る
空
港
も
あ
る
が
、
茨
城
空

港
に
つ
い
て
も
搭
乗
率
の
保
証

を
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

搭
乗
率
保
証
制
度
の
導

入
は
、
国
内
線
で
は
能
登
空
港
、

国
際
線
で
は
米
子
空
港
の
例
が

あ
る
。
こ
の
制
度
は
航
空
会
社

誘
致
の
有
力
な
手
法
の
一
つ
だ

と
考
え
る
。
し
か
し
、
茨
城
空

港
の
場
合
、
搭
乗
率
保
証
を
し

な
く
て
も
、
将
来
的
に
は
十
分

に
利
用
者
の
確
保
が
可
能
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
畜
産
農
家
や
園
芸

農
家
の
支
援
策
な
ど
も
質
問
）

■　

■　

■

Ｆ
委
員
（
自
民
）　

立
地
件
数
は

増
え
て
い
る
も
の
の
、
県
北
地

域
の
企
業
立
地
は
、
こ
れ
か
ら

が
正
念
場
で
あ
る
。
今
後
の
県

北
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
知
事
の
決
意

を
伺
う
。

知
事　

国
道
六
号
バ
イ
パ
ス
建

設
な
ど
企
業
の
立
地
環
境
の
整

備
を
進
め
る
。
ま
た
、
Ｊ̶

Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｃ
の
本
格
稼
働
に
向
け
中
小

企
業
に
利
活
用
を
一
層
働
き
か

け
て
い
く
。
地
元
の
も
の
づ
く

り
企
業
の
競
争
力
を
高
め
る
と

と
も
に
日
立
港
を
活
か
し
、
県

北
地
域
全
体
が
元
気
で
活
力
あ

ふ
れ
る
地
域
と
な
る
よ
う
全
力

で
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

導
入
な
ど
も
質
問
）

■　

■　

■

Ｇ
委
員
（
公
明
）　

中
心
市
街
地

や
地
域
の
商
店
街
を
ど
の
よ
う

に
活
性
化
す
る
の
か
を
含
め
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
に

つ
い
て
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

知
事　

市
町
村
が
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
す
る

際
に
は
、
県
と
し
て
精
一
杯
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

講
習
会
や
講
演
会
の
開
催
、
市

町
村
や
商
業
者
へ
の
気
運
の
醸

成
を
図
る
な
ど
、
必
要
な
支
援

を
行
い
た
い
。
さ
ら
に
、
市
町

村
へ
の
指
導
、
助
言
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
の
活
用
促
進

な
ど
を
通
し
て
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
努
め
た
い
。

（
ほ
か
に
、
高
校
の
不
登
校
対

策
と
中
途
退
学
者
の
減
少
策
な

ど
も
質
問
）■　

■　

■

Ｈ
委
員
（
自
民
）　

本
県
の
産
科

医
数
は
人
口
当
た
り
全
国
第
四

十
一
位
。
院
内
助
産
所
や
助
産

師
外
来
開
設
に
向
け
た
支
援
な

ど
を
含
め
、
医
師
不
足
に
対
応

す
る
た
め
助
産
師
の
積
極
的
な

活
用
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

国
は
院
内
助

産
所
や
助
産
師
外
来
の
設
置
を

推
進
し
、
今
年
度
か
ら
施
設
設

備
整
備
な
ど
に
助
成
を
始
め
る
。

県
と
し
て
も
周
知
、
活
用
を
図

り
た
い
。
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、

助
産
師
の
確
保
と
と
も
に
、
医

師
が
二
十
四
時
間
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
で
き
る
体
制
も
必
要
。
産
科

医
療
現
場
の
人
材
不
足
の
現
状

な
ど
を
踏
ま
え
、
助
産
師
の
有

効
活
用
を
推
進
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
有
機
農
業
の
推
進

な
ど
も
質
問
）

■　

■　

■

Ｉ
委
員
（
共
産
）　

Ｔ
Ｘ
沿
線
の

上
河
原
崎
・
中
西
地
区
区
画
整

理
事
業
で
は
、
場
外
車
券
場
の

建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
は
白
紙
撤
回
の
立
場
で
あ

る
。
事
業
主
体
の
県
は
、
良
好

な
住
宅
地
づ
く
り
の
た
め
、
場

外
車
券
場
を
設
置
さ
せ
な
い
と

の
立
場
を
明
確
に
す
べ
き
だ
。

企
画
部
長　

市
が
進
め
て
い
る

都
市
計
画
の
変
更
手
続
き
が
完

了
す
る
と
、
県
と
し
て
排
除
す

る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
市

議
会
で
場
外
車
券
場
建
設
反
対

の
請
願
が
継
続
審
査
に
な
る
な

ど
議
論
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
推

移
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
福
祉
分
野
の
人
材

確
保
や
民
間
保
育
所
支
援
、
オ

オ
タ
カ
保
全
な
ど
も
質
問
）

■　

■　

■

Ｊ
委
員
（
自
民
）　

常
陸
大
宮
保

健
所
と
ひ
た
ち
な
か
保
健
所
は

同
一
の
二
次
医
療
圏
に
あ
り
、

い
ず
れ
か
を
本
所
、
も
う
一
方

を
支
所
と
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
ひ
た
ち
な
か
の
方
が
管

内
人
口
が
多
く
、
常
陸
那
珂
港

も
あ
る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
等
を

踏
ま
え
考
え
る
べ
き
だ
が
ど
う

か
。

保
健
福
祉
部
長　

健
診
な
ど
が

市
町
村
に
移
り
、
一
般
の
人
が

保
健
所
を
訪
れ
る
機
会
は
減
っ

た
。
再
編
後
は
、
申
請
受
付
や

相
談
な
ど
住
民
や
事
業
者
に
係

る
仕
事
を
、
本
所
、
支
所
と
も

に
対
応
す
る
な
ど
、
利
用
者
の

利
便
性
を
損
な
う
こ
と
の
な
い

よ
う
十
分
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
知
事
の
四
期
目
の

取
り
組
み
も
質
問
）

●
質
問
者

森
田　

悦
男

（
自
由
民
主
党
）

中
山　

一
生

（
自
由
民
主
党
）

石
田　
　

進
（
自
由
民
主
党
）

川
口　
　

浩
（
民　

主　

党
）

飯
塚　

秋
男

（
自
由
民
主
党
）

小
田
木
真
代

（
自
由
民
主
党
）

高
崎　
　

進
（
公　

明　

党
）

鈴
木
せ
つ
子

（
自
由
民
主
党
）

山
中
た
い
子

（
日
本
共
産
党
）

磯
﨑
久
喜
雄

（
自
由
民
主
党
）

田
所　

嘉
徳

（
自
由
民
主
党
）

佐
々
木
忠
男

（
民　

主　

党
）

小
池　
　

忠

（
自
由
民
主
党
）

鈴
木　

亮
寛

（
自
由
民
主
党
）

大
内
久
美
子

（
日
本
共
産
党
）

井
手　

義
弘

（
公　

明　

党
）

小
川　

一
成

（
自
由
民
主
党
）

県
所
有
地
へ
の
流
通
業
誘
致
へ
の
対
応
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
、

信
用
保
証
料
の
納
付
方
法
な
ど
質
疑
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